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目的

本研究は障害者を対象とした行動的QOL向上支援の

文献をアウトカムモデルを通して検討し、行動的QOL

向上支援の現状と問題点を取り上げ、支援中における創

造的芸術活動の活用について考察することを目的として

いる。

また、この研究は創造的芸術活動が障害者行動的QOL

の向上支援セッションの構成や行い方に関する研究の基

礎データとして、将来は障害者創造的芸術活動の研究や

障害者の行動的QOLの研究に寄与できると思われる。

（本研究では「創造的芸術活動」は先行研究文献、三省

堂国語辞典、文化庁や大阪芸術活動振興事業条例を参照

し、「音楽、演劇、舞踊、芸能、美術、写真、書道、陶芸、

工芸、インスタレーション、メディアアート、映画など

を含み、非営利で本人の趣味としてオリジナル創作活動

や再創作活動」と定義する）

方法

文献検索方法は、CiNiiArticles国立情報学研究所、立

命館人間科学研究雑誌、Google Scalarなど論文検索ツ

ールと専門誌を中心として論文を検索した。

結果としては、CiNiiArticles国立情報学研究所で20

件、立命館人間科学研究雑誌で10件、Google Scalar、

他は4件であったが、重複、レビューや総説などを除き

分析対象文献は9件となっている。

アウトカムモデルを通して文献を分析する。分析結果

をアウトカムモデル表をもってまとめる。

結果と考察

アウトカムモデルの分析結果によって、研究対象者の

中で、知的障害、精神障害を抱えている者が多く、自己

決定と自己表出が困難という現状があると分かった。対

象者は福祉施設の利用者や特別支援学校の生徒のため、

研究実施者は福祉施設の関係者が多く、実施場所も福祉

施設が多かった。セッティングは、正の強化を受けられ

るように、新しい道具の提供、声かけを通してコミュニ

ケーションが多かった。

その中で、創造的芸術活動は子供対象のセッションの

中でよく見られる。特徴としては、対象児が行いやすく、

負担が相対的に少ない描画、写真撮影、塗り絵などが挙

げられている。

また、成人障害者を対象とした創造芸術活動を用いた

セッションは本研究の中で見当たらなかった。その原因

は対象者の能力や支援者の状況（時間や周りの環境など）

と思われる。

実際、介護福祉施設では利用者の創造的芸術活動に関

する先行研究は多く見られるが、使用される理由として

は気持ち転換やセッションであった。創造的芸術活動を

強化し、本人が自ら気持ちや要求表出し、周りとのコミ

ュニケーションを増やすことをデータとして残し、利用

者の特性によって創造的芸術活動をプランニングしてい

くことはこれからの研究の課題と思われる。
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